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「東

ミストリー（GC）が，欧州ではサステイ
ナブルケミストリー（SC）が提唱される
ようになった．
本書の“はじめに”でもふれられてい

るとおり，日本においては， 年に
産学官がともになって「グリーン・サス
テイナブルケミストリー（GSC）」を提
唱し，「人と環境にやさしく，持続可能
な社会の発展を支える化学」と定義づけ
た．この名称には，GSCが「環境負荷低
減」と「持続可能社会」の双方を目指す
意味が込められている．そのために，原
料の選択，製造方法，製品の特性，廃棄
物を含めた化学製品のライフサイクル全
体で環境に本当にやさしいものなのかど
うかを評価しなければならないことを明
示し，当時としては先進的な理念とされ
た．GCやSCと比較すると，日本のGSC

は，産学官連携の重要性，および環境
性・社会性・経済性の 要素を満たすこ
とで社会実装につなげることの重要性を
示していることが特徴である．地球環境
を取巻く状況は年ごとに変化しており，
またそれに対応する研究や技術開発の進
歩も著しい．そのため，本版では，取上
げられているデータや実例が随所で最新
のものに置き換えられている．たとえ
ば，気候変動の化学については IPCCの
第 次報告書（ 年）に基づいた内容

になっているし，「グリーンプラスチッ
ク」よりも「バイオプラスチック」が前
面に出されている．金触媒を用いた
MMA合成プロセスなど，実用化された
新しい低環境負荷プロセスも新たに取上
げられている．一方で，ディーゼル排ガ
ス処理技術に関する記述は幾分簡略化さ
れ，メリハリある改訂となっている．
本書を改めて読んでみると，グリーン
ケミストリー分野の基盤になっているの
は，物理化学，有機化学，高分子化学，
無機化学，分析化学といった基礎化学で
あることに気づかされる．その意味では
本書は総合化学的な内容であり，大学の
教養課程レベルの化学の入門書ともなり
うるものである．このことを逆の視点で
見れば，この分野を深く追求するために
は，これら基礎化学の学習が重要である
ことを意味している．

年に，東京で「第 回GSC国際会
議（GSC ）」が開催され，「東京宣言

」が採択された．この宣言では，
GSCが地球環境との共生，社会的要請の
充足，および経済合理性を同時に達成す
ることを目指した研究開発にこれからも
取組んでいくことを改めて示し，長期
的・全地球規模のより大きな課題に対し
ても，従来の壁を超えたさまざまな連携
によって取組んでいくことを表明してい

本書はグリーンケミストリーを主題と
した日本の教科書としては最もよく知ら
れているもので，今回 年ぶりに第 版
が出版された． 年に米国の環境保
護庁（EPA）がグリーンケミストリーの
概念を提唱して以来，グリーンケミスト
リーという言葉は広く知られるように
なったが，グリーンケミストリーとは何
かということを説明しようとすると，
「環境にやさしい化学」あるいは「グリー
ンケミストリーの 箇条」以上のこと
を伝えるのに窮することが多いのではな
いかと思う．本書はグリーンケミスト
リーを初めて学ぶ方のみならず，グリー
ンケミストリーとは何かについて，改め
て考えてみたい方にも適した書である．
グリーンケミストリーの源流は，
年に開催された国連環境特別委員会（通
称：ブルントラント委員会）にある．こ
の会議では，「持続可能な開発（Sustain-

able Development）」を「将来の世代の要
求を満たす能力を損なうことなく，現在
の世代の要求を満たす発展」と定義し
た．この会議と 年に開催された国
連環境開発会議（通称：地球サミット）
をきっかけに，日本をはじめとする先進
各国は地球環境と調和する開発に向けて
さまざまな取組みを始め，化学産業にお
ける取組みとして，米国ではグリーンケ

初学者はもちろん，改めてグリーンケミストリー
について考えたい方にも適した教科書

荻野和子，竹内茂彌，柘植秀樹 編
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そのために，化学者たちがこれまでどの
ように取組んできたかについて，本書を
通じて理解を深めることができる．

（産業技術総合研究所
触媒化学融合研究センター　富永健一）

る．このような現在のGSCの取組みに
ついては，グリーン・サステイナブルケ
ミストリーネットワーク（GSCN）の
ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.jaci.or.jp/

gscn/）を参照されたい．
「東京宣言 」が採択されてから

カ月後の国連サミットで「持続可能な開
発目標（SDGs）」が採択された．両者を
比較してみると，共通する内容が驚くほ
ど多数あることに気づかされる．このこ
とは，GSCがSDGsの達成に向けた化学
分野の牽引役であることを示している．

学問そのものの興味を抱く前に諦めて
しまう学生も多くなるだろう．
本書は，有機化学の名著である

OuelletteとRawnが出版した ペー
ジにもわたる専門書『Organic Chem-

istr y： Structure， Mechanism， and

Synthesis』の要約版である『Principles 

of Organic Chemistry』の日本語訳で
あり，有機化学の基本的な考え方が
ページ程度にコンパクトにまとめ

られている．有機反応を短期間に理解
するうえで重要な電子の配置とその動
きを支配する原理が簡潔に平易な表現
で記されており，有機化学の入門書と
して最適な教科書である．
本書では注目するべき電子の動きや
官能基が適宜カラーで明示され，各章
の章末に最重要反応のまとめも記載さ
れており，たいへん読みやすいレイア
ウトとなっている．また，解答付きの
例題と演習問題が随所に配置されてお

チッ
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てい

り，読者自身が習熟度を確認すること
ができる構成となっている．混成軌道
による有機化合物の構造からはじま
り，糖質，アミノ酸，ペプチド，タン
パク質の章では医薬・生命科学系，合
成高分子の章では材料化学系の学生が
自らの専門分野と有機化学とのかかわ
りを学ぶことができる．さらに，有機
化合物の構造決定に必要な紫外・可
視・赤外・核磁気共鳴分光法などの分
光学的分析法に関する記述が簡潔にま
とめられている点も本書の特徴の一つ
である．
有機化学の入門書として“ちょうど
よい”分量である本書を一気に読破す
れば，有機反応の機構が思い描けるよ
うになり，ますます有機化学に興味を
抱くこと間違いなしである．

（東京大学大学院総合文化研究科
寺尾 潤）

高校時代の有機化学を振返ってみる
と，最終学年になって受験のために慌
てて構造や反応式を詰め込んで暗記し
た記憶しかない．有機化学が面白いと
思うようになったのは，反応式を眺
め，反応に関与する電子の動きを予想
し，反応機構や生成物の構造が浮かん
でくるようになってからである．この
ように有機化学を単なる暗記科目とし
てではなく，本質を理解し面白味を感
じるためには，大学で最初に購入する
有機化学の入門書となる教科書選びは
重要である．
ポイントとなる最重要事項を簡潔に
まとめた教科書は数多く存在し，定期
試験直前にそれらを丸暗記すれば，単
位取得の大きな助けとなるが，有機化
学の場合，各章横断型の大学院入試と
なると途端に試験対応は困難となる．
とはいえ， ページを超える専門書
を読破するとなると，有機化学という

有機化学の入門書として最適な教科書

R. J. Ouellette，J. D. Rawn 著
狩野直和 訳
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